
新名神高速道路 朝明川橋 平成 28 年度 土木学会田中賞（作品部門）受賞理由等 

 

企業者：中日本高速道路株式会社 名古屋支社 

設計者：[上部工基本設計・下部工詳細設計] (株)エイト日本技術開発 

[上部工詳細設計] (株)ＩＨＩインフラシステム、川田工業(株)、川田建設(株) 

施工者：(株)ＩＨＩインフラシステム・川田工業(株)・川田建設(株)ＪＶ、大日本土木(株) 

所在地：三重県四日市市小牧町 

構造形式：[上部構造]鋼・ＰＣ混合３径間連続アーチ補剛鋼床版箱桁橋(上下線一体) 

     [下部構造]ＲＣ２柱式橋脚(鋼管回転杭)、ＲＣ壁式橋脚(鋼管矢板基礎)、 

ＲＣＶ型橋脚(鋼管回転杭)、ＲＣ箱式橋台(鋼管回転杭) 

橋長：３２５ｍ 

 

 朝明川橋は、新名神高速道路の新四日市ＪＣＴ～菰野ＩＣ（仮称）間に建設される橋長３２５

ｍの鋼・ＰＣ混合３径間連続アーチ補剛鋼床版箱桁橋である。国内初の橋梁形式であり、地域の

ランドマーク的存在である。 

 本橋は、二級河川朝明川と国道３６５号バイパスを跨いでいる。朝明川には、架橋地点直下に

井堰がある。また、東邦ガスが川底を横断している。これらの交差物件に支障しないように中央

径間長を２２５ｍに設定した。 

 構造形式としては、中央径間には大型トラフリブを用いた合理化鋼床版を有する鋼アーチ補剛

箱桁形式を採用し、アーチリブは主桁中央部に配置する単弦ローゼ形式とした。アーチ支間長を

短縮するために左岸側の側径間にはＶ型橋脚構造を採用した。右岸側の側径間は負反力を抑制す

るためにＰＣ箱桁として、アーチ補剛桁の延長を１８２ｍとした。 

 ＰＣ箱桁と鋼桁との接合構造は、コンクリートを分断せず、応力の流れがスムーズで応力集中

が少ない後面支圧板方式を採用した。 

 上部工施工は、右岸側ＰＣ箱桁を支保工施工した後に、ＰＣ箱桁橋の橋上を利用して鋼アーチ

補剛箱桁を送り出す架設工法とした。送り出す総重量は約５，０００ｔであり、従来の手延べ桁

では耐力が不足する。このため、同路線で建設が予定されていた別橋の鋼細幅箱桁（川北橋）を

手延べ桁として利用した。 

 Ｖ型橋脚の斜材は施工性の確認と耐久性の確保が課題となり、コンクリートを打ち込みながら

透水型枠を用いることにより、良好な施工を実現した。 

 本橋周辺には養老－桑名－四日市断層帯が存在している。本橋の固有周期は、構造上、橋軸方

向が短く、橋軸直角方向が長い特性を有しており、内陸直下型と長周期地震の双方に留意する必

要があった。このため、耐震設計で想定する地震波として、道路橋示方書の地震波のほか、東海・

東南海・南海３連動地震波、養老－桑名－四日市断地震(内陸直下型)を用いて、３連動地震でも

耐震性能２を確保するように耐震設計を行った。 

 以上のことから、本橋の設計・施工は、今後の橋梁技術の発展に大きく寄与することが考えら

れることから、土木学会田中賞に値するものと認められた。 

  



 新名神高速道路 朝明川橋 

 

 平成 28 年度 土木学会田中賞（作品部門） 

 

 朝明川橋は、新名神高速道路の新四日市ＪＣＴ～菰野ＩＣ（仮称）間に建設される橋長３２５

ｍの鋼・ＰＣ混合３径間連続アーチ補剛鋼床版箱桁橋です。国内初の橋梁形式であり、地域のラ

ンドマーク的存在になっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

[新四日市ＪＣＴ側から空撮(H29.5.18)] 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

[国道３６５号東側から撮影(H29.5.18)] 

二級河川朝明川と国道３６５号バイパスを跨いでいます。朝明川には、架橋地点直下に井堰が

あり、中央径間長が２２５ｍ、アーチ補剛桁の延長は１８２ｍになっています。 



[橋梁一般図] 
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[上部工架設] 

 上部工施工は、右岸側ＰＣ箱桁を固定支保工で施工した後に、ＰＣ箱桁橋の橋上を利用して鋼

アーチ補剛箱桁を送り出す架設工法としています。 

送り出す総重量は約５，０００ｔあり国内最大規模です。従来の手延べ桁では耐力が不足する

ため、同路線で建設が予定されていた別橋の鋼細幅箱桁（川北橋）を手延べ桁として活用しまし

た。 

 

□送り出し架設工法諸] 

・送り出し重量：橋体重量 4,308ｔ 手延べ機重量 544ｔ など 総重量 5,015ｔ 

・送り出し速度：分速 1.0ｍ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

[架設時写真：「2016-3 橋梁と基礎」より] 

 

 

 

 

 

 

[概略図：「2016-3 橋梁と基礎」より]  



[鋼・ＰＣ接合部] 

 ＰＣ箱桁と鋼桁との接合構造は、コンクリートを分断せず、応力の流れがスムーズで応力集中

が少ない後面支圧板方式を採用しています。 

  

 

 

 

 

        接合部の位置                  接合部の断面 

 

    

 

 

 

 

 

 

         Ｐ２側接合部の構造                  Ｐ１側接合部の構造  

[「混合アーチの隅角に隣接する鋼・コンクリート接合部のＦＥＭ検討、鋼構造年次論文報告集]より」 

 

[現場写真] 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

       

国道３６５号と朝明川・井堰を跨いでいます。 

朝明川下流側からの全景で右側側新四日市 JCT です。 

国道３６５号西側からの写真(H29.5.18)  

架橋地北東方向からの空撮(H29.5.18) 



[諸元]  

設計工期：2009 年 11 月～2010 年 12 月 

施工工期：2011 年 10 月～2016 年 7 月 

企 業 者：中日本高速道路株式会社 名古屋支社 

設 計 者：[上部工基本設計・下部工詳細設計]  (株)エイト日本技術開発 

[上部工詳細設計]  (株)ＩＨＩインフラシステム、川田工業(株)、川田建設(株) 

施工者：(株)ＩＨＩインフラシステム・川田工業(株)・川田建設(株)ＪＶ、大日本土木(株) 

所在地：三重県四日市市小牧町 

構造形式：[上部構造]鋼・ＰＣ混合３径間連続アーチ補剛鋼床版箱桁橋(上下線一体) 

     [下部構造]ＲＣ２柱式橋脚(鋼管回転杭)、ＲＣ壁式橋脚(鋼管矢板基礎)、 

ＲＣＶ型橋脚(鋼管回転杭)、ＲＣ箱式橋台(鋼管回転杭) 

 

[位置図] 
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